
――初めまして。突然ですが、お名前
について伺います。モンゴルには元々
「苗字」がないと聞きましたが、本当で
すか？
　そうなんです。私の場合、「ガントリ」

がファーストネームです。では、「バヤルバータル」は何かというと、これ
は私のお父さんの名前です。モンゴルには元々苗字がなかったのです
が、「家族名」の代わりにお父さんの名前を名乗るようになりました。
――ということは、日本で「田中さん」「山田さん」と呼ぶような感覚で「バ
ヤルバータルさん」とお呼びすると、それは「お父さん」の名前だったと
いうことになるのですね。
　そういうことになります。ですが、ほかの国では改まった場面でファミ
リーネームに敬称を付けて呼ぶという習慣があることも知っています
ので、特に訂正したりはしません。
――というわけで「ガントリ」さん。宮城県に来て何年になりますか？
　2009年の春に来ましたので、2年半ですね。現在、東北大学経済学
部の3年生です。
――学部生なのですね。
　私はTUFSAの去年の会長アドリアンさん（「倶楽部MIA」バックナン
バー51号参照）と同じコースを辿って日本に来ました。国費留学の試験
に合格して、最初に東京外国語大学で1年間の語学研修を受けて、その
時の試験の成績や希望で東北大学に入学しました。
――東北大学を選んだ理由は何だったのでしょう？
　私は、新モンゴル高校を卒業しました。新モンゴル高校というのはモ
ンゴル初の日本式の三年制高校です。そこの創始者でもある校長ジャ
ンチブ･ガルバドラッハ先生が東北大学に留学していました。先生から
何かと話を聞いているうちにだんだん興味を持つようになりました。
――そういう学校に進学ということは、元々留学願望があったというこ
とでしょうか。
　私の父と母は留学先のチェコで出会いました。いとこはブルガリアに
留学していましたし、兄はトルコに留学し、今もトルコにいます。父も母
もどこの国でもいいから一度外国に行って違う文化や世界を経験した
方がいいと言っていましたので、自然と留学を意識するようになりまし
た。
――実際に来てみて学生生活はいかがですか？
　学生生活は充実しています。日本語はモンゴル語と文法的に似てい
るのでモンゴル人には比較的勉強しやすい言語だと思いますが、漢字
にはちょっと苦労しています。新モンゴル高校で日本の文化（先輩後輩

の関係の重視など）にも親しんでいましたので、違和感もなく宮城での
学生生活を楽しんでいます。
――今年の国際祭りについて教えてください。
　今年は10月30日（日）に三条中学校を会場に行います（詳細は「一言
PR」欄参照）。今、準備の真っ最中です。今年のテーマはBorderless 
Tohoku Limitless loveです。これまで広告協賛などご協力いただい
た企業も被災していたりと、例年通りにはいかないこともありそうです
が、TUFSA、@homeのメンバーが知恵を出し合いながら進めていま
す。たくさんの方々に来ていただければ嬉しいです。
――今年は震災とは切り離せませんよね。国際祭りの盛会をお祈りし
ています。ところで、震災の時はどちらにいらっしゃいましたか？
　旅行から帰ってきて家にちょうど着いたときに地震が発生しました。
とりあえず青葉区三条町の東北大学国際交流会館に行きました。留学
生がたくさん集まってきていました。震災当日から数日間、三条中学校
で避難所暮らしも経験しました。モンゴルの家族や友人も相当心配し
ていました（母は泣きながら電話をかけて
きました）ので、3月15日に一時帰国しまし
た。地震前は神戸に行っていたため家には
ほとんど何の食料もなく、たまたま残ってい
たニンジンを持って帰りました。母はそのニ
ンジンを見て苦笑いしていました。自分で
は冷静だったつもりでしたが、実はかなり慌
てていたのかもしれません、ニンジンを持っ
て帰るなんて・・・
――最後に将来の夢をお聞かせください。
　大学を卒業したら、おそらくはモンゴルに戻ってからになると思うの
ですが、数年間働いて社会経験を積みたいです。モンゴルは経済成長
の真っただ中で日本とのビジネスも増えていますので、チャンスはたく
さんあると思います。そのあと、もう一度勉強するのか、働き続けるの
かを考えたいです。
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古紙配合率100％再生紙を使用しています。

東北大学のオープンキャンパスにて。民族衣装を着て中学生と談笑するガントリさん

モンゴル国ウランバートル出身
東北大学留学生協会（TUFSA）会長

Borderless Tohoku Limitless Love
～今年度「東北大学国際祭り」テーマ

バヤルバータル ガントリさん
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〒981-0914
仙台市青葉区堤通雨宮町4番17号
宮城県仙台合同庁舎7階
TEL  022（275）3796
FAX 022（272）5063

このコーナーでは、MIA宮城県国際交流協会の最近の動きをお知らせいたします。
いずれの件も、お問い合わせは ☎022-275-3796　E-mail mail@mia-miyagi.jp  まで。お気軽にどうぞ。

ＭＩＡフレンドシップファミリープログラムについて　MIA Friendship Family Program

ブログWatching! MIAのご紹介

編集・発行
財団法人
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『外国人と対話しよう!　にほんごボランティア手帖　すぐに使える活動ネタ集』
編著：米瀬治子　著：吉田聖子　発行：凡人社
　『倶楽部MIA Vol.50』でご紹介した『外国人と対話しよう!　にほんごボランティア手帖』の続編で、より実践的な内容
になっています。
　日本人と外国人がフラットな関係でコミュニケーションを図り、人間関係を築きながら相互理解を深める「対話中心の
活動」を進めるための、具体的な活動例がたくさん紹介されています。
　どんな話題で、どんな物を準備して、どんなふうに活動を進めていけばよいのか、が豊富なイラストと共にわかりやす
く解説されているので、これまでこうした活動に取り組んだことがない人でも、本書があれば、すぐに教室で実践してみる
ことができるでしょう。

ライブラリーライブラリーライブラリー ライブラリーのコーナーで紹介されている図書は全て貸し出しまたは当協会図書資料室で閲覧可能です。

E-mail mail@mia-miyagi.jp　URL http://mia-miyagi.jp/

　宮城県国際交流協会（ＭＩＡ）では留学生と県民交流家庭（フレン
ドシップファミリー）をつなぐMIAフレンドシップファミリープログ
ラムを実施しています。去る7月30日には、フレンドシップファミ
リーの皆さまを対象に「事業説明会」を行いました。
　以前からフレンドシップファミリーの皆さまには、「他のグループ
がどんな活動をしているのか知りたい!!」というご要望をいただい
ていたこともあり、事業概要を説明させていただいた後には、さっ
そく①普段どのような交流をしているのか。②今まで交流していて
困ったこと。③震災時の対応について、などを自由にお話しいただ
き、互いに解決策などもアドバイスしあっていただきました。
　参加者の方からは、「他のグループの個性的な活動など、いろい
ろ参考になった。」「グループ間での協力ができそう。」「今後の活動
に役立てたい。」といったご意見をたくさんいただきました。グ
ループごとのつながりも生まれ、今後さらに幅広い交流につな
がっていくものと思われます。

　このプログラムは、毎年11月の第一土曜日に対面会を開催して
います。交流自体は年間を通して行いますので、留学生が県内に
いる間、交流を続けることが出来ます。お互いの都合の良い時に、
自分たちのペースで、“草の根の国際交流”を行っていただけま
す。興味のある方は一度、ホームページで交流の様子をご覧くださ
い。　URL：http://mia-miyagi.jp/ffp.html

　8月からMIAのホームページがリニューアルされたことに伴い、新たにブログを開設しました。「ブログWatching! MIA」は、MIA企画事
業課のスタッフがそれぞれ担当する事業の告知や報告のほか、事務所内の様子や事件（？）などをタイムリーにアップしています。MIAの仕
事を身近に感じていただける（かもしれない？）ブログに今後ともご注目ください。　URL：http://www.mia-miyagi.jp/blog/

昨年11月6日に開催さ
れた対面会のようす・す
ずめ踊りワークショップ

賛助会員募集

●賛助会員の資格
本協会の趣旨に賛同し、運営活動に協力していただける
個人や団体（国際活動団体、企業、機関）など
●賛助会員の区分と年会費
個人会員／１口   3,000円
団体会員／１口 10,000円
●賛助会員の特典
◎協会機関紙「みやぎの国際情報誌 倶楽部ＭＩＡ」の定期送付（年６回）
◎「ＭＩＡ多言語かわら版」(日・英・中・韓・葡)の定期送付（年６回）

◎当協会主催のイベントや各種講座の案内及び参加者の減免
◎個人会員については協会と提携する旅行会社が指
　定する国内外の旅行代金の一部割引 　（株）ジェイ
　ティービー仙台支店　（株）ジェイティービー東北石
　巻支店　宮交観光サービス（株）　（株）日本通運　 仙
　台旅行センター
●入会方法
◎本協会あて御連絡ください。
　所定の申し込み用紙と振り込み用紙を送付いたします。

MIA（財）宮城県国際交流協会は、県民参加の幅広い国際交流を進め、人と
人との輪を広げていくために、皆様の御理解と御協力を求めています。
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※●はイベント開催予
定日です。詳しい内容
については以下でご確
認ください。

MIAイベントカレンダー
このコーナーでは、県内の国際活動団体の2011年10月～11月の
活動予定をご紹介します。
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DIARY 10 11月

アイコンの見方　   　　：主催   　 　：会場　　  ：時間　　   ：申し込み　　   ：参加費　　   ：電話 　　   ：FAX  　　 ：Eメール 　　 ：ホームページ

URL ： http://mia-miyagi.jp/publication.html#mia

10月 OCTOBER

 11月 NOVEMBER

主催：仙台オクトーバーフェスト実行委員会　後援：宮城県、仙台市、仙台日独協会、バイエルン州駐日代表部、ドイツ観光局
日時：9月17日（金）～26日（日）、11：00～21：00（火・水・金曜日は16：00～）　場所：錦町公園（仙台市青葉区本町）
参加費：入場料はいりませんが、売店の商品は有料となります。

ホームページから、お得なクー
ポン券のダウンロードサービス
を予定しています。

耳より情報！

10・11月　毎週土・日曜日　　　　　　
　瑞巌寺ボランティアガイド　　

松島善意通訳者の会 
瑞巌寺 
10：00～15：00 
不要(直接瑞巌寺にお越しください）
無料(但し拝観料は各自負担） 
http://www.geocities.jp/matsushimagw/ 
 

10・11月　毎週日曜日
　円通院ボランティアガイド

松島善意通訳者の会
円通院
10:00～15:00
不要（直接お越しください
無料（拝観料は各自負担）
http://www.geocities.jp/matsushimagw/

10・11月　毎週金曜日
　国際語エスペラント講座　塩釜教室

仙台エスペラント会
ビルドスペース（塩釜市港町2-3-11）
12：30～13：30
電話・FAX・Eメール
初回無料、継続はテキスト代等要
080-3198-4818（ビルドスペース）
022-389-1620
esperanto@goo.jp
http://www.birdoflugas.com

3日
　第14回アフリカの風・大地の香り

NPO法人アマニ・ヤ・アフリカ
仙台市市民活動サポートセンター
19：00～21：00（18：30開場）
電話・メール
1,000円
      022-247-4225
mamaishi@guitar.ocn.ne.jp
http://www.amani-ya.com/

6日　
　夢をむすぶサイエンス・カフェ
　　～科学コミュニケーションを通じて伝えたいこと～

Pluto、NPO法人くらしとバイオプラザ21
ぴいかぶう絵本の部屋「野ばら」（柴田町船岡）
13:00～15:00
※途中からの参加も可能　10月5日まで
無料
0224-55-5729（平日10:00～16:00）

9日
　第5回国際交流フェスティバル

おおさき外国人相談センター、
株式会社大崎タイムス社
大崎市化女沼古代の里
11:00～14:00
自由参加
無料

0229‐22‐2181
0229‐22‐2195
times@osakitimes.com
http://www.osakitimes.com

14日～19日
　日独交流150周年記念　
　ドイツ人画家による日本風景画展

仙台日独協会
東北工業大学一番町ロビー
（青葉区一番町1-3-1ニッセイ仙台ビル）
10:00～20:00（最終日は19:00まで）
不要
無料
022-296-2111（仙台日独協会事務局）
022-296-2121
http://www.jdg-sendai.jp/

15日
　「東日本大震災と動物たち」
　新地避難のこども達と共に

アフリカ・セミナーの会
八木山動物園
10:00～15:30
事務局まで電話またはFAX
各自入園料負担のこと
      022-362-7907

16日
　芋煮会～野外で芋煮を食べながら、
　日本の秋を楽しもう～

宮城県仙台国際交流グループ萩の会
牛越橋
9：00～14：00
メール、10月1日まで
1000円
world_peace_20021116@yahoo.co.jp
http://www.haginokai.com/

　歩いて巡る仙台の歴史散策～仙台三十三観音
　巡り～第１行程1番札所～11番札所

NPO法人楽遊ネットワーク宮城
集合場所：宮城県美術館駐車場前※参加申込の
方には詳しい集合場所のハガキを郵送します。
集合8:45　出発9:00～解散15:00予定
電話・FAX・Eメール
一般￥2,500　会員￥2,000（小冊子・保険料込）
022-261-9869
022-261-0546
eikaiwa.usaclub@dream.ocn.ne.jp
http://www.eikaiwa-usaclub.jp/rakuyuusub.htm

19日
　申請取次行政書士による外国人のための入管
　手続無料相談会

宮城県行政書士会
仙台市青葉区役所4階市民相談室
13:00～16:00
電話受付。予約なしでもOK。
無料
022-361-6768
022-276-2258

20日
　やさしい日本語で理科の実験～文章問題に挑戦？！

Pluto
岩沼市民会館中央公民館会議室
13:30～15:30
10月14日まで。FAXのみ（名前、住所、電話番号、学年）
無料。親子参加（小学生以下）、成人16名。
0224-55-5729（平日10:00～16:00）

21日～26日
　漫画展「中国からの引揚げ～少年たちの記憶」

日中友好協会宮城県連
せんだいメディアテーク ５Ｆ ギャラリーａ
10：00～18：30（最終日は16：30）
不要
大人300円　高校生以下無料
022-256-2928
022-256-2958
jcfa-miyagi@bf.wakwak.com
http://park12.wakwak.com/̃jcfa-miyagi

22日
　貝山幸子の楽しいシャンソン講座 
　-フランス語でシャンソンを歌おう♪-

仙台日仏協会・アリアンス・フランセーズ
仙台市青葉区本町2丁目8-10-4・5F 仙台日
仏協会・アリアンス・フランセーズ
16：00～17：30
要 ※先着順/定員に達し次第締切り
3,000円 ※お茶付
022-225-1475
022-225-1407
contact@alliancefrancaise-sendai.org
http://alliancefrancaise-sendai.org

23日
　漫画展対談

日中友好協会宮城県連
せんだいメディアテーク ５Ｆ ギャラリーａ
14：00～
不要
大人300円　高校生以下無料
022-256-2928
022-256-2958
jcfa-miyagi@bf.wakwak.com
http://park12.wakwak.com/̃jcfa-miyagi

29日
　アジアの子供たちの笑顔のために

宮城国際支援の会
仙台市市民サポートセンター
13：30～17：00
不要
無料
      022-257-3270
miaa@miyagi-net.org
http://www.miyagi-net.org/shop/MIAA/ 

　ワークショップ『ネイティヴのフランス語
　-慣用表現』(フランス語初中級者以上対象)

仙台日仏協会・アリアンス・フランセーズ
仙台市青葉区本町2丁目8-10-4・5F 仙台日
仏協会・アリアンス・フランセーズ

15：30～17：00
要 ※先着順/定員に達し次第締切り
会員：2,000円/非会員：2,500円※お茶・デザート付
022-225-1475
022-225-1407
contact@alliancefrancaise-sendai.org
http://alliancefrancaise-sendai.org

29日～30日
　蔵王の秋を楽しむ会（日本人大学生等との交流、
　お釜見学、紅葉ハイキング、芋煮会など）

蔵王町国際交流協会・宮城県蔵王自然の家
宮城県蔵王自然の家
電話・FAX・Eメール
2,000円（宿泊費、食事代を含む）※別途交
通費は自己負担
0224-33-2212
0224-33-3284
i-shimura@town.zao.miyagi.jp
http://www.pref.miyagi.jp/zao-syounen/

30日
　第26回東北大学国際祭り

TUFSA、@home
仙台市立三条中学校、東北大学国際交流会
館ロビー（ダンスパーティ）
11：00～
不要、食事券の前売あり
食事券前売1,000円（3食分）、当日1,200円
（3食分）、500円（1食分）
080-3469-1772（ガントリ）、
090-9679-5053（林）
tufsacontact@gmail.com
http://www.tufsa.net/matsuri

9日
　やさしい日本語で理科の実験
　～色のかわるカラーマジックケーキの紹介つき

Pluto
岩沼市民会館中央公民館会議室
10:00～12:00
10月31日まで。FAXのみ（名前、住所、電話番号、学年）
無料。親子参加（小学生以下）、成人16名。
0224-55-5729（平日10:00～16:00）

12日
　こんにちは エスペラント（エスペラント一日講習会）

仙台エスペラント会
仙台市市民活動サポートセンター 研修室５
14：00～16：00
電話・FAX・Eメール
５００円
     022-389-1620
esperanto@goo.jp

16日 
　申請取次行政書士による外国人のための入管
　手続無料相談会

宮城県行政書士会
                   ※10月19日に同じ

17日
　キブ湖の地震－小さな地震による大きな災害のなぞ

アフリカ・セミナーの会
仙台国際センター
10:00～12:00
不要
700円
　  022-362-7907

19日
　ボジョレー・ヌーヴォー解禁を祝う★
　『ボジョレー・パーティー』

仙台日仏協会・アリアンス・フランセーズ
仙台市若林区荒町209　宮城文化服装専門
学校(在仙台フランス名誉領事館)
未定（詳細は後日HPにて告知いたします）
要 
未定
022-225-1475
022-225-1407
contact@alliancefrancaise-sendai.org
http://alliancefrancaise-sendai.org

20日
　多文化ファミリー交流会とめ2011

多文化ファミリー会とめ
登米市中田町浅水ふれあいセンター
11：30～14：00
電話・FAX・Eメール
無料（当日はポットラック形式のため、料理を
一人一品持ち寄り願います）
090-2978-1121
0220-22-5212
tomekazokukai@yahoo.co.jp
http://sports.geocities.jp/twxrr577/

　茶道と着付け～茶道と着付けを楽しもう～
宮城県仙台国際交流グループ萩の会
仙台成田山
10：00～14：00
メール、11月5日まで
1000円
world_peace_20021116@yahoo.co.jp
http://www.haginokai.com/

・

・

・

・

・

・

　東日本大震災から約半年。震災は「当たり前」の生活がいかにありがたいものであ
るのか、そして改めて地域や世界とのつながりを実感させた。今回の大震災では、43
の国際機関・159の国や地域から支援の申し出があったという。援助国が一転して被
援助国となったのである。支援の手を差し伸べてくれた中には、日本より貧しい途上国
の国 も々数多く含まれる。さらに、世界中から届いた祈りや応援メッセージ。深い感謝の
念を抱くとともに、自分のすべき務めについて熟考してきた。このことをどのように教育
に活かすべきか。模索した結果、この大震災を伝えるとともに、それぞれの生き方や社
会のあり方について考えを深めることが大切であり、命、夢、希望、つながりを基軸とし
た、自らが長年実践してきた「国際理解教育」に可能性を見出すことができた。様 な々
実践を通して、震災学習が国際理解教育とリンクした時、生徒たちの心が大きく動くこ
とを知った。
　また、広がる国際支援の輪に、直接海外で震災の状況と感謝のことばを伝えたいと
いう思いも高まっていった。JICA教師海外研修（平成16年モンゴル派遣）で出会った

JICA宮城デスクからのお知らせ

　巻頭インタビューでもご紹介しましたが、東北大学の国際祭り
が今年も開催されます。震災の影響で何かと準備もたいへんと
のことでしたが、留学生による各国料理の屋台やステージパ
フォーマンス、民族衣装のファッションショー、そしてダンスパー
ティーまで盛り沢山の内容です。留学生との交流をぜひお楽しみ
ください。

第26回東北大学国際祭り～Borderless Tohoku Limitless love一言PR

日時：2011年10月30日（日）11：00～
主催：東北大学留学生協会（TUFSA）、@home
場所：仙台市立三条中学校、東北大学国際交流会館（ダンスパーティのみ）
入場：無料（食事券の前売/当日販売あり）
問合せ：080-3469-1772（ガントリ）、090-9679-5053（林）
メール：tufsacontact@gmail.com

「体験談＆説明会」では、JICAボランティア経験者の体験談発表が予
定されているほか、JICA職員との個別応募相談、要請の詳細情報な
どの資料閲覧が可能です。宮城県での開催は以下のとおりです。お申
込み不要、入場無料、入退場自由ですので、どうぞお気軽にお越しく
ださい。会場はいずれも、仙台第一生命タワービル11階（仙台市青葉
区一番町4-6-1）です。

高橋芳江教諭（仙台市立台原小学校）、片平恵教諭（利府町立利府小学校）とこの思
いを共有した。我々三人はTeam Futureを立ち上げ、これまでも国内外問わずボラン
ティアで国際理解や平和教育の出前授業などを行ってきた仲間である。
　7月、筆者の縁でシンガポールの学校を訪問することになり、我々三人は現地に向
かった。中学校の全校集会での講演では、支援への感謝の意を表するとともに、被災
地の被害状況や震災後の生活、そして希望を捨てずに前進しようとする人 の々姿など
を紹介した。さらに、国際理解の視座からこれからも世界の人 の々ために行動できる地
球市民であってほしいと話した。次に小学校を訪問し、高橋・片平両教諭が中心となり
「大切なもの」を考えさせる授業と仙台七夕に飾る折り鶴作りをおこなった。最後は高
校へ。震災に関連する社会問題とグローバルシティズンについて筆者が講義した。
　シンガポールの児童・生徒達は、被害の凄まじさに驚嘆の声をあげながらもうなず
き、共感し、真剣に耳を傾けてくれた。メディアで報道されるニュースは、具体的な人物
と出会う時、現実的かつ身近に感じられ、思いが揺さぶられるものである。こうした経験
は生徒たちの学びに大きなインパクトをもたらす。これからも、世界の現状を身近に感じ
てもらい、当事者意識をもって自分ができることを主体的に考えられるような生徒を育
てたい。

石森広美（宮城県仙台東高等学校教諭）

JICAボランティア平成23年度秋募集が始まります！
 （10月1日から11月7日まで）

「シンガポールの小・中・高校で出前授業」

JICAの教師海外研修参加がきっかけで立ち上がったTeam Futureより、
活動報告が届きました！

■青年海外協力隊平成23年度秋募集「体験談＆説明会」
（青年海外協力隊へは20-39歳の方が応募できます）
日時：（2回とも概ね同内容）・10月2日（日）14:00-16:00・10月16日（日）14:00-16:00
■シニア海外ボランティア平成23年度秋募集「体験談＆説明会」
（シニア海外ボランティアへは40-69歳の方が応募できます）
日時：（2回とも概ね同内容）・10月2日（日）10:30-12:30・10月16日（日）10:30-12:30
詳細はJICA東北ホームページ
http://www.jica.go.jp/tohoku/enterprise/volunteer/setsumei.html
をご覧ください！

※JICA＝独立行政法人国際協力機構（開発途上国に対する総合的な二国間援助機関で、技術協力・有償資金協力・無償資金協力を行っています。）
TEL.022-275-5540   E-mail jicadpd-desk-miyagiken@jica.go.jp　JICA東北ホームページ http://www.jica.go.jp/tohoku/
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※●はイベント開催予
定日です。詳しい内容
については以下でご確
認ください。

MIAイベントカレンダー
このコーナーでは、県内の国際活動団体の2011年10月～11月の
活動予定をご紹介します。
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DIARY 10 11月

アイコンの見方　   　　：主催   　 　：会場　　  ：時間　　   ：申し込み　　   ：参加費　　   ：電話 　　   ：FAX  　　 ：Eメール 　　 ：ホームページ

URL ： http://mia-miyagi.jp/publication.html#mia

10月 OCTOBER

 11月 NOVEMBER

主催：仙台オクトーバーフェスト実行委員会　後援：宮城県、仙台市、仙台日独協会、バイエルン州駐日代表部、ドイツ観光局
日時：9月17日（金）～26日（日）、11：00～21：00（火・水・金曜日は16：00～）　場所：錦町公園（仙台市青葉区本町）
参加費：入場料はいりませんが、売店の商品は有料となります。

ホームページから、お得なクー
ポン券のダウンロードサービス
を予定しています。

耳より情報！

10・11月　毎週土・日曜日　　　　　　
　瑞巌寺ボランティアガイド　　

松島善意通訳者の会 
瑞巌寺 
10：00～15：00 
不要(直接瑞巌寺にお越しください）
無料(但し拝観料は各自負担） 
http://www.geocities.jp/matsushimagw/ 
 

10・11月　毎週日曜日
　円通院ボランティアガイド

松島善意通訳者の会
円通院
10:00～15:00
不要（直接お越しください
無料（拝観料は各自負担）
http://www.geocities.jp/matsushimagw/

10・11月　毎週金曜日
　国際語エスペラント講座　塩釜教室

仙台エスペラント会
ビルドスペース（塩釜市港町2-3-11）
12：30～13：30
電話・FAX・Eメール
初回無料、継続はテキスト代等要
080-3198-4818（ビルドスペース）
022-389-1620
esperanto@goo.jp
http://www.birdoflugas.com

3日
　第14回アフリカの風・大地の香り

NPO法人アマニ・ヤ・アフリカ
仙台市市民活動サポートセンター
19：00～21：00（18：30開場）
電話・メール
1,000円
      022-247-4225
mamaishi@guitar.ocn.ne.jp
http://www.amani-ya.com/

6日　
　夢をむすぶサイエンス・カフェ
　　～科学コミュニケーションを通じて伝えたいこと～

Pluto、NPO法人くらしとバイオプラザ21
ぴいかぶう絵本の部屋「野ばら」（柴田町船岡）
13:00～15:00
※途中からの参加も可能　10月5日まで
無料
0224-55-5729（平日10:00～16:00）

9日
　第5回国際交流フェスティバル

おおさき外国人相談センター、
株式会社大崎タイムス社
大崎市化女沼古代の里
11:00～14:00
自由参加
無料

0229‐22‐2181
0229‐22‐2195
times@osakitimes.com
http://www.osakitimes.com

14日～19日
　日独交流150周年記念　
　ドイツ人画家による日本風景画展

仙台日独協会
東北工業大学一番町ロビー
（青葉区一番町1-3-1ニッセイ仙台ビル）
10:00～20:00（最終日は19:00まで）
不要
無料
022-296-2111（仙台日独協会事務局）
022-296-2121
http://www.jdg-sendai.jp/

15日
　「東日本大震災と動物たち」
　新地避難のこども達と共に

アフリカ・セミナーの会
八木山動物園
10:00～15:30
事務局まで電話またはFAX
各自入園料負担のこと
      022-362-7907

16日
　芋煮会～野外で芋煮を食べながら、
　日本の秋を楽しもう～

宮城県仙台国際交流グループ萩の会
牛越橋
9：00～14：00
メール、10月1日まで
1000円
world_peace_20021116@yahoo.co.jp
http://www.haginokai.com/

　歩いて巡る仙台の歴史散策～仙台三十三観音
　巡り～第１行程1番札所～11番札所

NPO法人楽遊ネットワーク宮城
集合場所：宮城県美術館駐車場前※参加申込の
方には詳しい集合場所のハガキを郵送します。
集合8:45　出発9:00～解散15:00予定
電話・FAX・Eメール
一般￥2,500　会員￥2,000（小冊子・保険料込）
022-261-9869
022-261-0546
eikaiwa.usaclub@dream.ocn.ne.jp
http://www.eikaiwa-usaclub.jp/rakuyuusub.htm

19日
　申請取次行政書士による外国人のための入管
　手続無料相談会

宮城県行政書士会
仙台市青葉区役所4階市民相談室
13:00～16:00
電話受付。予約なしでもOK。
無料
022-361-6768
022-276-2258

20日
　やさしい日本語で理科の実験～文章問題に挑戦？！

Pluto
岩沼市民会館中央公民館会議室
13:30～15:30
10月14日まで。FAXのみ（名前、住所、電話番号、学年）
無料。親子参加（小学生以下）、成人16名。
0224-55-5729（平日10:00～16:00）

21日～26日
　漫画展「中国からの引揚げ～少年たちの記憶」

日中友好協会宮城県連
せんだいメディアテーク ５Ｆ ギャラリーａ
10：00～18：30（最終日は16：30）
不要
大人300円　高校生以下無料
022-256-2928
022-256-2958
jcfa-miyagi@bf.wakwak.com
http://park12.wakwak.com/̃jcfa-miyagi

22日
　貝山幸子の楽しいシャンソン講座 
　-フランス語でシャンソンを歌おう♪-

仙台日仏協会・アリアンス・フランセーズ
仙台市青葉区本町2丁目8-10-4・5F 仙台日
仏協会・アリアンス・フランセーズ
16：00～17：30
要 ※先着順/定員に達し次第締切り
3,000円 ※お茶付
022-225-1475
022-225-1407
contact@alliancefrancaise-sendai.org
http://alliancefrancaise-sendai.org

23日
　漫画展対談

日中友好協会宮城県連
せんだいメディアテーク ５Ｆ ギャラリーａ
14：00～
不要
大人300円　高校生以下無料
022-256-2928
022-256-2958
jcfa-miyagi@bf.wakwak.com
http://park12.wakwak.com/̃jcfa-miyagi

29日
　アジアの子供たちの笑顔のために

宮城国際支援の会
仙台市市民サポートセンター
13：30～17：00
不要
無料
      022-257-3270
miaa@miyagi-net.org
http://www.miyagi-net.org/shop/MIAA/ 

　ワークショップ『ネイティヴのフランス語
　-慣用表現』(フランス語初中級者以上対象)

仙台日仏協会・アリアンス・フランセーズ
仙台市青葉区本町2丁目8-10-4・5F 仙台日
仏協会・アリアンス・フランセーズ

15：30～17：00
要 ※先着順/定員に達し次第締切り
会員：2,000円/非会員：2,500円※お茶・デザート付
022-225-1475
022-225-1407
contact@alliancefrancaise-sendai.org
http://alliancefrancaise-sendai.org

29日～30日
　蔵王の秋を楽しむ会（日本人大学生等との交流、
　お釜見学、紅葉ハイキング、芋煮会など）

蔵王町国際交流協会・宮城県蔵王自然の家
宮城県蔵王自然の家
電話・FAX・Eメール
2,000円（宿泊費、食事代を含む）※別途交
通費は自己負担
0224-33-2212
0224-33-3284
i-shimura@town.zao.miyagi.jp
http://www.pref.miyagi.jp/zao-syounen/

30日
　第26回東北大学国際祭り

TUFSA、@home
仙台市立三条中学校、東北大学国際交流会
館ロビー（ダンスパーティ）
11：00～
不要、食事券の前売あり
食事券前売1,000円（3食分）、当日1,200円
（3食分）、500円（1食分）
080-3469-1772（ガントリ）、
090-9679-5053（林）
tufsacontact@gmail.com
http://www.tufsa.net/matsuri

9日
　やさしい日本語で理科の実験
　～色のかわるカラーマジックケーキの紹介つき

Pluto
岩沼市民会館中央公民館会議室
10:00～12:00
10月31日まで。FAXのみ（名前、住所、電話番号、学年）
無料。親子参加（小学生以下）、成人16名。
0224-55-5729（平日10:00～16:00）

12日
　こんにちは エスペラント（エスペラント一日講習会）

仙台エスペラント会
仙台市市民活動サポートセンター 研修室５
14：00～16：00
電話・FAX・Eメール
５００円
     022-389-1620
esperanto@goo.jp

16日 
　申請取次行政書士による外国人のための入管
　手続無料相談会

宮城県行政書士会
                   ※10月19日に同じ

17日
　キブ湖の地震－小さな地震による大きな災害のなぞ

アフリカ・セミナーの会
仙台国際センター
10:00～12:00
不要
700円
　  022-362-7907

19日
　ボジョレー・ヌーヴォー解禁を祝う★
　『ボジョレー・パーティー』

仙台日仏協会・アリアンス・フランセーズ
仙台市若林区荒町209　宮城文化服装専門
学校(在仙台フランス名誉領事館)
未定（詳細は後日HPにて告知いたします）
要 
未定
022-225-1475
022-225-1407
contact@alliancefrancaise-sendai.org
http://alliancefrancaise-sendai.org

20日
　多文化ファミリー交流会とめ2011

多文化ファミリー会とめ
登米市中田町浅水ふれあいセンター
11：30～14：00
電話・FAX・Eメール
無料（当日はポットラック形式のため、料理を
一人一品持ち寄り願います）
090-2978-1121
0220-22-5212
tomekazokukai@yahoo.co.jp
http://sports.geocities.jp/twxrr577/

　茶道と着付け～茶道と着付けを楽しもう～
宮城県仙台国際交流グループ萩の会
仙台成田山
10：00～14：00
メール、11月5日まで
1000円
world_peace_20021116@yahoo.co.jp
http://www.haginokai.com/
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・

・

・

・

・

　東日本大震災から約半年。震災は「当たり前」の生活がいかにありがたいものであ
るのか、そして改めて地域や世界とのつながりを実感させた。今回の大震災では、43
の国際機関・159の国や地域から支援の申し出があったという。援助国が一転して被
援助国となったのである。支援の手を差し伸べてくれた中には、日本より貧しい途上国
の国 も々数多く含まれる。さらに、世界中から届いた祈りや応援メッセージ。深い感謝の
念を抱くとともに、自分のすべき務めについて熟考してきた。このことをどのように教育
に活かすべきか。模索した結果、この大震災を伝えるとともに、それぞれの生き方や社
会のあり方について考えを深めることが大切であり、命、夢、希望、つながりを基軸とし
た、自らが長年実践してきた「国際理解教育」に可能性を見出すことができた。様 な々
実践を通して、震災学習が国際理解教育とリンクした時、生徒たちの心が大きく動くこ
とを知った。
　また、広がる国際支援の輪に、直接海外で震災の状況と感謝のことばを伝えたいと
いう思いも高まっていった。JICA教師海外研修（平成16年モンゴル派遣）で出会った

JICA宮城デスクからのお知らせ

　巻頭インタビューでもご紹介しましたが、東北大学の国際祭り
が今年も開催されます。震災の影響で何かと準備もたいへんと
のことでしたが、留学生による各国料理の屋台やステージパ
フォーマンス、民族衣装のファッションショー、そしてダンスパー
ティーまで盛り沢山の内容です。留学生との交流をぜひお楽しみ
ください。

第26回東北大学国際祭り～Borderless Tohoku Limitless love一言PR

日時：2011年10月30日（日）11：00～
主催：東北大学留学生協会（TUFSA）、@home
場所：仙台市立三条中学校、東北大学国際交流会館（ダンスパーティのみ）
入場：無料（食事券の前売/当日販売あり）
問合せ：080-3469-1772（ガントリ）、090-9679-5053（林）
メール：tufsacontact@gmail.com

「体験談＆説明会」では、JICAボランティア経験者の体験談発表が予
定されているほか、JICA職員との個別応募相談、要請の詳細情報な
どの資料閲覧が可能です。宮城県での開催は以下のとおりです。お申
込み不要、入場無料、入退場自由ですので、どうぞお気軽にお越しく
ださい。会場はいずれも、仙台第一生命タワービル11階（仙台市青葉
区一番町4-6-1）です。

高橋芳江教諭（仙台市立台原小学校）、片平恵教諭（利府町立利府小学校）とこの思
いを共有した。我々三人はTeam Futureを立ち上げ、これまでも国内外問わずボラン
ティアで国際理解や平和教育の出前授業などを行ってきた仲間である。
　7月、筆者の縁でシンガポールの学校を訪問することになり、我々三人は現地に向
かった。中学校の全校集会での講演では、支援への感謝の意を表するとともに、被災
地の被害状況や震災後の生活、そして希望を捨てずに前進しようとする人 の々姿など
を紹介した。さらに、国際理解の視座からこれからも世界の人 の々ために行動できる地
球市民であってほしいと話した。次に小学校を訪問し、高橋・片平両教諭が中心となり
「大切なもの」を考えさせる授業と仙台七夕に飾る折り鶴作りをおこなった。最後は高
校へ。震災に関連する社会問題とグローバルシティズンについて筆者が講義した。
　シンガポールの児童・生徒達は、被害の凄まじさに驚嘆の声をあげながらもうなず
き、共感し、真剣に耳を傾けてくれた。メディアで報道されるニュースは、具体的な人物
と出会う時、現実的かつ身近に感じられ、思いが揺さぶられるものである。こうした経験
は生徒たちの学びに大きなインパクトをもたらす。これからも、世界の現状を身近に感じ
てもらい、当事者意識をもって自分ができることを主体的に考えられるような生徒を育
てたい。

石森広美（宮城県仙台東高等学校教諭）

JICAボランティア平成23年度秋募集が始まります！
 （10月1日から11月7日まで）

「シンガポールの小・中・高校で出前授業」

JICAの教師海外研修参加がきっかけで立ち上がったTeam Futureより、
活動報告が届きました！

■青年海外協力隊平成23年度秋募集「体験談＆説明会」
（青年海外協力隊へは20-39歳の方が応募できます）
日時：（2回とも概ね同内容）・10月2日（日）14:00-16:00・10月16日（日）14:00-16:00
■シニア海外ボランティア平成23年度秋募集「体験談＆説明会」
（シニア海外ボランティアへは40-69歳の方が応募できます）
日時：（2回とも概ね同内容）・10月2日（日）10:30-12:30・10月16日（日）10:30-12:30
詳細はJICA東北ホームページ
http://www.jica.go.jp/tohoku/enterprise/volunteer/setsumei.html
をご覧ください！

※JICA＝独立行政法人国際協力機構（開発途上国に対する総合的な二国間援助機関で、技術協力・有償資金協力・無償資金協力を行っています。）
TEL.022-275-5540   E-mail jicadpd-desk-miyagiken@jica.go.jp　JICA東北ホームページ http://www.jica.go.jp/tohoku/



――初めまして。突然ですが、お名前
について伺います。モンゴルには元々
「苗字」がないと聞きましたが、本当で
すか？
　そうなんです。私の場合、「ガントリ」

がファーストネームです。では、「バヤルバータル」は何かというと、これ
は私のお父さんの名前です。モンゴルには元々苗字がなかったのです
が、「家族名」の代わりにお父さんの名前を名乗るようになりました。
――ということは、日本で「田中さん」「山田さん」と呼ぶような感覚で「バ
ヤルバータルさん」とお呼びすると、それは「お父さん」の名前だったと
いうことになるのですね。
　そういうことになります。ですが、ほかの国では改まった場面でファミ
リーネームに敬称を付けて呼ぶという習慣があることも知っています
ので、特に訂正したりはしません。
――というわけで「ガントリ」さん。宮城県に来て何年になりますか？
　2009年の春に来ましたので、2年半ですね。現在、東北大学経済学
部の3年生です。
――学部生なのですね。
　私はTUFSAの去年の会長アドリアンさん（「倶楽部MIA」バックナン
バー51号参照）と同じコースを辿って日本に来ました。国費留学の試験
に合格して、最初に東京外国語大学で1年間の語学研修を受けて、その
時の試験の成績や希望で東北大学に入学しました。
――東北大学を選んだ理由は何だったのでしょう？
　私は、新モンゴル高校を卒業しました。新モンゴル高校というのはモ
ンゴル初の日本式の三年制高校です。そこの創始者でもある校長ジャ
ンチブ･ガルバドラッハ先生が東北大学に留学していました。先生から
何かと話を聞いているうちにだんだん興味を持つようになりました。
――そういう学校に進学ということは、元々留学願望があったというこ
とでしょうか。
　私の父と母は留学先のチェコで出会いました。いとこはブルガリアに
留学していましたし、兄はトルコに留学し、今もトルコにいます。父も母
もどこの国でもいいから一度外国に行って違う文化や世界を経験した
方がいいと言っていましたので、自然と留学を意識するようになりまし
た。
――実際に来てみて学生生活はいかがですか？
　学生生活は充実しています。日本語はモンゴル語と文法的に似てい
るのでモンゴル人には比較的勉強しやすい言語だと思いますが、漢字
にはちょっと苦労しています。新モンゴル高校で日本の文化（先輩後輩

の関係の重視など）にも親しんでいましたので、違和感もなく宮城での
学生生活を楽しんでいます。
――今年の国際祭りについて教えてください。
　今年は10月30日（日）に三条中学校を会場に行います（詳細は「一言
PR」欄参照）。今、準備の真っ最中です。今年のテーマはBorderless 
Tohoku Limitless loveです。これまで広告協賛などご協力いただい
た企業も被災していたりと、例年通りにはいかないこともありそうです
が、TUFSA、@homeのメンバーが知恵を出し合いながら進めていま
す。たくさんの方々に来ていただければ嬉しいです。
――今年は震災とは切り離せませんよね。国際祭りの盛会をお祈りし
ています。ところで、震災の時はどちらにいらっしゃいましたか？
　旅行から帰ってきて家にちょうど着いたときに地震が発生しました。
とりあえず青葉区三条町の東北大学国際交流会館に行きました。留学
生がたくさん集まってきていました。震災当日から数日間、三条中学校
で避難所暮らしも経験しました。モンゴルの家族や友人も相当心配し
ていました（母は泣きながら電話をかけて
きました）ので、3月15日に一時帰国しまし
た。地震前は神戸に行っていたため家には
ほとんど何の食料もなく、たまたま残ってい
たニンジンを持って帰りました。母はそのニ
ンジンを見て苦笑いしていました。自分で
は冷静だったつもりでしたが、実はかなり慌
てていたのかもしれません、ニンジンを持っ
て帰るなんて・・・
――最後に将来の夢をお聞かせください。
　大学を卒業したら、おそらくはモンゴルに戻ってからになると思うの
ですが、数年間働いて社会経験を積みたいです。モンゴルは経済成長
の真っただ中で日本とのビジネスも増えていますので、チャンスはたく
さんあると思います。そのあと、もう一度勉強するのか、働き続けるの
かを考えたいです。
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●巻頭インタビュー

古紙配合率100％再生紙を使用しています。

東北大学のオープンキャンパスにて。民族衣装を着て中学生と談笑するガントリさん

モンゴル国ウランバートル出身
東北大学留学生協会（TUFSA）会長

Borderless Tohoku Limitless Love
～今年度「東北大学国際祭り」テーマ

バヤルバータル ガントリさん

vol.57

AIM＠

〒981-0914
仙台市青葉区堤通雨宮町4番17号
宮城県仙台合同庁舎7階
TEL  022（275）3796
FAX 022（272）5063

このコーナーでは、MIA宮城県国際交流協会の最近の動きをお知らせいたします。
いずれの件も、お問い合わせは ☎022-275-3796　E-mail mail@mia-miyagi.jp  まで。お気軽にどうぞ。

ＭＩＡフレンドシップファミリープログラムについて　MIA Friendship Family Program

ブログWatching! MIAのご紹介

編集・発行
財団法人

57

『外国人と対話しよう!　にほんごボランティア手帖　すぐに使える活動ネタ集』
編著：米瀬治子　著：吉田聖子　発行：凡人社
　『倶楽部MIA Vol.50』でご紹介した『外国人と対話しよう!　にほんごボランティア手帖』の続編で、より実践的な内容
になっています。
　日本人と外国人がフラットな関係でコミュニケーションを図り、人間関係を築きながら相互理解を深める「対話中心の
活動」を進めるための、具体的な活動例がたくさん紹介されています。
　どんな話題で、どんな物を準備して、どんなふうに活動を進めていけばよいのか、が豊富なイラストと共にわかりやす
く解説されているので、これまでこうした活動に取り組んだことがない人でも、本書があれば、すぐに教室で実践してみる
ことができるでしょう。

ライブラリーライブラリーライブラリー ライブラリーのコーナーで紹介されている図書は全て貸し出しまたは当協会図書資料室で閲覧可能です。

E-mail mail@mia-miyagi.jp　URL http://mia-miyagi.jp/

　宮城県国際交流協会（ＭＩＡ）では留学生と県民交流家庭（フレン
ドシップファミリー）をつなぐMIAフレンドシップファミリープログ
ラムを実施しています。去る7月30日には、フレンドシップファミ
リーの皆さまを対象に「事業説明会」を行いました。
　以前からフレンドシップファミリーの皆さまには、「他のグループ
がどんな活動をしているのか知りたい!!」というご要望をいただい
ていたこともあり、事業概要を説明させていただいた後には、さっ
そく①普段どのような交流をしているのか。②今まで交流していて
困ったこと。③震災時の対応について、などを自由にお話しいただ
き、互いに解決策などもアドバイスしあっていただきました。
　参加者の方からは、「他のグループの個性的な活動など、いろい
ろ参考になった。」「グループ間での協力ができそう。」「今後の活動
に役立てたい。」といったご意見をたくさんいただきました。グ
ループごとのつながりも生まれ、今後さらに幅広い交流につな
がっていくものと思われます。

　このプログラムは、毎年11月の第一土曜日に対面会を開催して
います。交流自体は年間を通して行いますので、留学生が県内に
いる間、交流を続けることが出来ます。お互いの都合の良い時に、
自分たちのペースで、“草の根の国際交流”を行っていただけま
す。興味のある方は一度、ホームページで交流の様子をご覧くださ
い。　URL：http://mia-miyagi.jp/ffp.html

　8月からMIAのホームページがリニューアルされたことに伴い、新たにブログを開設しました。「ブログWatching! MIA」は、MIA企画事
業課のスタッフがそれぞれ担当する事業の告知や報告のほか、事務所内の様子や事件（？）などをタイムリーにアップしています。MIAの仕
事を身近に感じていただける（かもしれない？）ブログに今後ともご注目ください。　URL：http://www.mia-miyagi.jp/blog/

昨年11月6日に開催さ
れた対面会のようす・す
ずめ踊りワークショップ

賛助会員募集

●賛助会員の資格
本協会の趣旨に賛同し、運営活動に協力していただける
個人や団体（国際活動団体、企業、機関）など
●賛助会員の区分と年会費
個人会員／１口   3,000円
団体会員／１口 10,000円
●賛助会員の特典
◎協会機関紙「みやぎの国際情報誌 倶楽部ＭＩＡ」の定期送付（年６回）
◎「ＭＩＡ多言語かわら版」(日・英・中・韓・葡)の定期送付（年６回）

◎当協会主催のイベントや各種講座の案内及び参加者の減免
◎個人会員については協会と提携する旅行会社が指
　定する国内外の旅行代金の一部割引 　（株）ジェイ
　ティービー仙台支店　（株）ジェイティービー東北石
　巻支店　宮交観光サービス（株）　（株）日本通運　 仙
　台旅行センター
●入会方法
◎本協会あて御連絡ください。
　所定の申し込み用紙と振り込み用紙を送付いたします。

MIA（財）宮城県国際交流協会は、県民参加の幅広い国際交流を進め、人と
人との輪を広げていくために、皆様の御理解と御協力を求めています。


